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１．疾患別死亡率の推移（昭和５年～平成 12 年） 














３．人間の体は 60～100 兆個の細胞からできている 
 なぜいろいろなところにできるかというと，結局，がんというのは細胞の病気です。こ

































































ぐらいのＤＮＡが入っているのでしょうか。0.06mm，つまり１mm の 100 分の６というのが
細胞の核の直径で，そこに二重らせんのＤＮＡが入っているわけですが，どのぐらいの長
さがあると思われますでしょうか。 










を切りました。それがまさに 1953 年４月 25 日に出された「Nature」の論文です。それか
らちょうど 50 年後にゲノムの解読を完了したということで，ここに合わせるように解読を
頑張ったらしいですが，去年は人類史上すごいことを達成した年なのです。 











ます。ゲノム全体は 30 億ですから，これが 100 万ページです。それだけのものを１個の細
胞にＤＮＡの情報として持っているということです。 
 







































































































 Ａ，Ｕ，Ｇ，Ｃという４個の文字をどのように 20 種類のアミノ酸に変えるかということ
で早見表をお示ししていますが，４対 20 ですから，１対１ではとても対応できません。例
えば２個の組み合わせにしても４×４で 16 とおりですから，まだアミノ酸の 20 には足り
ない。そこで，生物は賢くて，三つを使えばいいのではないかと。三つで一つの暗号を表






































































































































































































































































































































35．年齢階級別がん死亡率（平成 11 年） 



























































42．がんを防ぐための 12 カ条（国立がんセンター） 
 がんを防ぐためには，バランスの取れた栄養を取る。それから，似たようなことを言っ
ていますが，食べ過ぎ，脂肪は控えめに。お酒も程々に。たばこもできたら吸わないよう
に。それから，適量のビタミンや繊維質のものを取る。緑黄色の野菜をたっぷり取る。塩
辛いものは少なめに。熱いものは冷ます。それから，焦げの中にＤＮＡをくっつけるもの
が出てくるといわれていますし，かびの毒素にもやはりＤＮＡを傷つけるものがあります。
それから，日光に当たりすぎない。太陽の紫外線はＤＮＡを傷つけます。それから，適度
なスポーツでリフレッシュすることでストレスをなくしていくとか，体をきれいに保つと
いうことがいわれています。 
 
43．国立がんセンター 
 日本のがん研究あるいはがん治療の中心，国立がんセンターのホームページの資料を使
わせていただきました。アドレスは http://www.ncc.go.jp/jp です。興味がある方，アク
セスできる方は，見ていただけるといろいろ細かいことが出ていると思います。 
 
 そういうことで，僕らの体というのは細胞から成り立っていて，その細胞の生き方には
核の中にあるＤＮＡの情報が非常に大事であるということをお話ししました。そこからタ
ンパク質が作られて，それによって生きているわけですが，その文字が書き替えられるこ
とによって，細胞の性質がどんどん変わっていくということです。そういうものが細胞の
がん化と密接に関係しているわけですから，その変異をなるべく抑えるようなことをする。
要は，ＤＮＡを傷つけないようにする。自然にどうしても起きてしまう分はしかたないで
すから，人工的に起きるようなものはなるべく低くしていただくと，それががんの予防に
つながるだろうということになります（拍手）。 
 
（質問者２） 遺伝子の変異によってがん化したりすると。しかし，修復するということ
はまた人それぞれに違うわけですね。以前聞いたことがあるのですが，中国の鄧小平さん
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が 80 歳ぐらいのときに，自分の健康はたばこをのむことだと言ったそうです。人によって
非常に違うわけですが，その修復する力というのは何なのでしょうか。 
 
（松永） ＤＮＡにできる傷害を修復する能力を僕らは持っています。遺伝子レベルの傷
害を治す力というのは，先ほどお示ししたような傷害を取り除くということですが，そう
いう能力が個人によって違うかという研究はまだ行われていないので，例えばがんになり
やすい家系の人はそういう傷を治す力が弱いとかいう相関は全く知られていません。 
 ただ，もともと先天的な遺伝病でそういう傷を治す力を失っている方がおられるのです
が，そういう方は非常に発がんの症状を示されます。先ほど，がんというのは年齢ととも
に上がって若年期にはないと言ったのですが，そういう患者さんというのは１歳，２歳か
らがんを発症されるのです。それぐらい我々の細胞は傷を治すということを日常的にやっ
ていて，その力ががんを抑えるのにどれだけ貢献しているかということですね。その治す
力がないと，がんは非常に早い時期からできてきます。変異が一気に重なって起こるとい
うことです。 
 それは特殊な例ですが，健常な方々の中でも，修復する力が例えば１倍，２倍，３倍ぐ
らいで違うとすると，それががんになりやすさということと関係するのかもしれない。そ
ういうことは可能性として考えられます。実際そういう研究をされている方はおられます
が，まだはっきりしたデータは出ていないというのが現実です。 
 それが遺伝子レベルの修復ということですが，僕らの体というのは免疫系でパトロール
していて，少し悪くなった細胞は退治してしまうというシステムが働いています。それも
全体としてはがんを抑えるということになりますし，遺伝子レベル，細胞レベル，いろい
ろがんにならないようなシステムを持っているので，そんなに心配なさることはないので
すが，そういうのが少しずつ積み重なるということが，がんへ行く危険性を高めるという
ことです。 
 ですから，最後にいろいろ予防のお話をしましたが，たばこを吸う，吸わないというの
は，統計でいくとそうだということであって，個人的にはたばこを吸わないことによって
ストレスがいっぱいになって，それがかえって違う面で悪い影響を及ぼすということもあ
りうるわけです。ですから，それは一概に言えませんし，それぞれの個人の考え方，生き
方だとも思いますが，データとしてはこうなっているということだけは科学的にご紹介い
たしました。 
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 （質問者３） がんの転移のことでお聞きしたいのですが，例えば乳がんから肺がんに転
移することがありますが，そのときは乳の細胞ががん化したものが行くわけですね。そう
すると，肺で増殖するがん細胞というのは，あくまでも乳がんのところから行った細胞が
肺の細胞を抑えてそこで増えていると考えていいのですか。 
 
（松永） はい。 
 
（質問者３） 肺についても乳がんの抗がん剤が効くと考えていいわけですね。 
 
（松永） それでけっこうです。がん細胞が血流に乗って流れたときに，肺の血管が細い
ものですから，そこで詰まって転移するということが多いのですが，原発が乳がんでした
ら乳がん由来の細胞としての性質ですから，治療もそれに応じた治療がなされるというこ
とです。 
 
（質問者４） ストレスとがんとの関係というのを少しお聞きしたいのですが。 
 
（松永） ストレスによって活性酸素が出て，それがＤＮＡを傷つけるということはいわ
れています。実際，分子的なところというのは分かっていないと思いますが，一つの原因
として考えられるのは，活性酸素の産生は異様にＤＮＡを傷つけるということです。 
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